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診療計画、入院期間は現時点での予定です。今後、状態の変化によって変更されることがあります。不明な点がありましたらいつでもお尋ねください。

ベーチェットIFX1泊2日の治療を受けられる患者さんへ

【退院後の生活について】/
治療前 治療中 治療後 治療後

/

［感染予防について］
・手洗い、うがい、マスク着用を継続してください
・風邪や流行している病気（インフルエンザ、新型
コロナウイルス、はしか、風疹、水ぼうそう）に罹患
している人との接触は避けてください
［体調管理について］
・治療後3日以上経過した後に、筋肉痛、関節痛、
のどの痛みや頭痛、皮疹、かゆみ、手や顔面のむ
くみなどの症状が出る場合があります。過労やス
トレス、寒さを避け、保温を心がけてください。ま
た、十分な睡眠をとり、バランスのとれた食事を心
がけてください
・喫煙や過度の飲酒は避けてください
［転倒予防について］
・歩き始めはゆっくり動くことを意識して、転倒に注
意してください

以下の症状がある時はご連絡ください
・頭痛
・咳、のどの痛み
・皮疹、かゆみ
・筋肉痛、関節痛が続く
・手や顔面のむくみ
・38.0度以上の発熱
・その他、気になる症状

【緊急連絡先】
・平日時間内（8：30～17：00）
　　　眼科外来：0985-85-9887

・土日・祝日、時間外
　　　6階東病棟：0985-85-1797

・呼吸困難がない
・気分不快がない
・発疹、掻痒感、頭痛、熱感、咽頭不快感がない

・治療について理解できる
・感染予防について理解できる

・点滴中はベッド上でお過ごしください

・薬剤師が、持参薬および服薬状況につ
いて確認します
・投与30分前にアレルギーを予防する薬
を内服します

・同意書は職員にお渡しください

・入院オリエンテーションを行います
・医師が治療の説明をします
・本用紙を用いて、治療スケジュールにつ
いて説明します
・転倒・転落予防について説明します
・退院後の生活について説明します

・体重測定

・制限はありません

・寒気、発熱、かゆみ、動悸、悪心、脱力感、筋肉痛、手のむくみなどの症状が出現した場合は、ナースコール
でお知らせください
・点滴をしているところに痛みや発赤、腫れがある場合は、ナースコールでお知らせください

・医師の指示後、点滴を抜き
ます

・制限はありません

達成目標 ・退院指導の内容を理解できる

入院：1病日

・制限はありません

・制限はありません

2病日：退院

・夕食後にアレルギーを予防
する薬を内服します

・心電図モニターを外します・心電図モニターをつけます

・レントゲン
・心電図
・身長・体重測定
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